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（午後６時００分 開会） 

○岡本医療人材課長 それでは、定刻となりましたので、令和４年度東京都ナースプラザ

運営協議会を開催いたします。  

 本日は、委員の皆様方には、大変お忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。東京都福祉保健局医療政策部医療人材課長の岡本でございます。議事に入

りますまでの間、進行役を務めさせていただきます。  

 本日の会議は来庁による参加者とオンラインによる参加者とを交えたＷＥＢ会議での

開催となります。円滑に進められるよう努めてまいりますが、危機の不具合当により映

像が見えない、音声が聞こえないなどが発生いたしましたら、その都度お知らせいただ

ければと思います。  

 ＷＥＢ会議を行うに当たりまして、協議会委員の皆様には３点お願いがございます。  

１点目ですが、ご発言の際には挙手していただくようお願いいたします。２点目ですが、

ＷＥＢでのご参加の皆様につきましては、ご発言の際以外には、マイクをミュートにし

ていただきますようお願いいたします。３点目ですが、議事録作成のため、必ずご所属

とお名前をおっしゃってからご発言いただきますようお願いいたします。  

 それでは、まず本協議会の設置趣旨をご説明させていただきます。本協議会は、資料

２の設置要綱の第１にございますとおり、東京都ナースプラザの円滑かつ効果的な運営

を行うために設置し、東京都ナースプラザの事業計画に係る調整及びその他運営に関す

るご意見をいただく場となっております。  

 本日の会議及び会議録についてですが、東京都ナースプラザ運営協議会設置要綱第７

におきまして、原則公開とされております。会議資料、委員名簿、議事録、個人のプラ

イバシーや企業秘密に該当する場合を除き、原則として公開とされておりますが、よろ

しいでしょうか。  

（異議なし）  

○岡本医療人材課長 ありがとうございます。ご異議がないようですので、本協議会及び

会議録については、東京都のホームページにて公開いたしますので、ご了承ください。  

 続きまして、委員の皆様をご紹介させていただきます。お手元にお配りしてございま

す資料１、東京都ナースプラザ運営協議会委員名簿をご覧ください。まず、本年度新た

に就任された２名の委員の方をご紹介いたします。お名前をご紹介いたしますので一言

ずつご挨拶をお願いいたします。  

 名簿の４番目、社会福祉法人東京都社会福祉協議会事務局長、新内委員でございます。  

○新内委員 新内です。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 続きまして、名簿の８番目、学校法人北里研究所北里大学北里研究

所病院副院長兼看護部長、小越委員でございます。  

○小越委員 初めまして、小越と申します。今年度、看護管理者連絡会議、東京都の看護

管理者の会の会長を務めております。このような重要な会議に参加できて光栄です。よ
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ろしくお願いします。  

○岡本医療人材課長 ありがとうございます。  

 お二人以外の委員の方につきましては、名簿の順番にご紹介させていただきます。  

 東京都公立大学法人東京都立大学健康福祉学部長兼人間健康科学研究科長、西村委員

でございます。  

○西村会長 西村です。毎年お世話になっております。どうぞよろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 これより先の各委員は、ＷＥＢでの参加になります。  

 公益社団法人東京都医師会理事、市川委員でございます。  

○市川委員 市川です。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 公益社団法人東京都医師会理事、土谷委員でございます。  

○土谷委員 土谷です。よろしくお願いします。  

○岡本医療人材課長 東京労働局職業安定部長、永野委員は、所用のためご欠席とのご連

絡をいただいております。  

 続きまして、一般社団法人東京都訪問看護ステーション協会会長、椎名委員でござい

ます。  

続きまして、公益社団法人東京都看護協会専務理事、渡邊委員でございます。  

○渡邊委員 渡邊です。よろしくお願いします。  

○岡本医療人材課長 続きまして、医療法人財団アドベンチスト会東京衛生アドベンチス

ト病院副院長兼看護部長、平野委員でございます。  

○平野委員 平野です。よろしくお願いします。  

○岡本医療人材課長 ありがとうございました。  

 続きまして、事務局をご紹介させていただきます。  

 東京都ナースプラザ、佐藤所長でございます。  

○佐藤所長 佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 同じく、比留間次長でございます。  

○比留間次長 比留間でございます。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 同じく、秋山庶務係長でございます  

○秋山庶務係長 秋山でございます。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 同じく、増山バンク係長でございます。  

○増山バンク係長 増山です。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 同じく、中村プラチナナース支援係長兼確保対策事業係長でござい

ます。  

○中村プラチナナース支援係長兼確保対策事業係長 中村でございます。よろしくお願い

いたします。  

○岡本医療人材課長 同じく、滝口研修係長でございます。  

○滝口研修係長 滝口でございます。よろしくお願いいたします。  
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○岡本医療人材課長 同じく、淺野確保対策事業係事業調整担当でございます。  

○淺野確保対策事業係事業調整担当 淺野でございます。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 次に、東京都側です。  

 福祉保健局医療政策部、小竹医療改革推進担当部長でございます。  

○小竹医療改革推進担当部長 小竹でございます。よろしくお願いします。  

○岡本医療人材課長 同じく、福祉保健局医療政策部、山田看護人材担当課長でございま

す。  

○山田看護人材担当課長 山田です。よろしくお願いいたします。  

○岡本医療人材課長 このほか担当者が出席させていただいております。  

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 会議資料につきましては、ご来庁の委員にはお手元に、ＷＥＢでのオンライン出席の

委員には、あらかじめデータ及び紙資料をお送りしております。  

 次第の配付資料一覧に記載したとおり、資料１、２、３、４－１、４－２、５－１か

ら５－３までとなっております。そのほか、資料４－１と５－２の別添資料をご用意し

ております。その後、修正が生じたものについては、本日メールにて送付させていただ

いておりますので、ご確認ください。  

 ご不明な点がございましたら、お声がけいただくか、事務局宛てチャットでご連絡い

ただければと思います。  

 それでは、これ以降の進行を西村会長にお願いいたします。  

 西村会長、どうぞよろしくお願いいたします。  

○西村会長 よろしくお願いいたします。  

 それでは、ここからの進行は、私のほうで行わせていただきます。どうぞ皆さん、活

発なご議論、よろしくお願いいたします。  

 次第の２，報告、東京都における看護人材確保対策についてです。まず、事務局から

説明をよろしくお願いいたします。  

○山田看護人材担当課長 東京都における看護人材確保対策について、資料３をご覧くだ

さい。こちらの資料は、令和５年度に予定しております東京都の看護人材確保対策の全

体図の案でございます。  

 資料中央にございますように、このブルーのところですけれども、①新規養成、②定

着促進、③復職支援、そして、④定年後に向けた就業支援、これを基にそれぞれ事業を

実施してまいります。なお、緊急的に実施しております新型コロナ感染症対策に関係す

る他課の事業等は除いております。  

 本日ご意見を頂戴しますのは、青色太線枠内、そうですね、ブルーが背景にかかって

いるその部分になるのですが、東京都ナースプラザにて実施をしていただいています事

業でございます。本日ご意見いただきました内容につきましては、来月初旬に開催をい

たします東京都地域医療対策協議会看護人材部会でご議論いただきまして、都議会で予
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算案の可決後、実施をする、こういった予定でございます。  

 以上です。  

○西村会長 ありがとうございます。  

 ただいまの事務局からの説明につきまして、ご質問やご意見がありましたら、お願い

いたします。  

（なし）  

 では、次に、次第の３、議事に入らせていただきます。  

 （１）令和４年度東京都ナースプラザ事業実績について、事務局から説明をお願いい

たします。  

○佐藤所長 東京都ナースプラザ所長の佐藤でございます。以降、東京都ナースプラザを

プラザと言いまして、進めてまいります。日頃からプラザの事業にご理解、ご支援を賜

りまして、感謝申し上げます。  

 では、令和４年度の実績について、資料４－１の概要を使いまして、７分の１から７

分の７まで順に説明してまいります。詳細資料もつけておりますが、時間の関係で後ほ

どご覧いただければと思います。  

 まず、７分の１、ナースバンク事業です。この事業は、都内施設の看護職員充足に向

け、人材確保等に関する情報を提供するとともに、再就業や転職を希望する看護職に対

して、就業相談及び求人紹介を行い、就業の促進を図るものです。  

 求人・求職・就業者の状況ですが、グラフは、プラザで把握する過去５年間のｅナー

スセンター上のデータの推移を示しております。棒グラフは、それぞれ毎年１２月末の

登録求人数と求職者数を示し、緑色の折れ線は、毎年４月から１２月までの９か月間の

就業者数累計を、紫色の折れ線は、各年度の就業者数を表しています。  

 求人数は、令和２年度に少し減少しましたが、令和４年度では６，０００人を超える

までに増加しております。求職者数は、令和３年度に２年度の３倍くらいの８，５００

人弱となり、令和４年度にはその半分程度の４，５００人弱となり、就業者数は、求職

者数に連動して推移していることが見て取れます。  

 また、同じように求職者の就業実績を持つ東京都労働局データをグラフの下に表でお

示ししました。数は違いますが、求人数はプラザと同じように推移しています。求職者

数は令和２年度に、就業者数は令和３年度に、それぞれプラザが追い越した形となりま

した。令和３年度からプラザでは、コロナ特化求人対応を始めましたので、令和３年度

に対応数が伸びた経緯がございます。この結果から、データに表れたのではないかとい

うふうに考えています。  

 次いで、右上、年齢別就業者先のグラフをご覧ください。就業先は、ｅナースセンタ

ー区分ですので、状況を把握しにくいのですけれども、令和４年度の就業者１，８６７

人の約３分の１がその他に就業したという形になっております。その他の内訳の多くは、

コロナ特化求人とイベント関連を指しております。次に多いのが診療所でございまして、
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全ての年齢の看護職が就業しています。病院への就業者数を全て合わせても全体の２割

弱です。年代の高めの看護職が就業先に選ぶのは、病床規模の小さめの病院でした。５

００床以上の大規模病院を再就業先に選ぶ人は、全体的に少なく、病院や診療所以外の

施設を就業先に選ぶのは、年齢が高めの看護職という結果となりました。  

 また、右下、新型コロナウイルス支援登録者の推移のグラフをご覧ください。棒グラ

フは、支援登録者を表します。令和３年度のワクチン接種をきっかけに５，０００人を

超え、令和４年度では少しずつ減少し、今現在も約４，６００人の登録があります。赤

い折れ線は求人数ですが、今年度は、ワクチン求人が僅かで、宿泊施設や中等度のコロ

ナ患者の収容施設等への求人が多かった状況です。ワクチン関係の紹介者数を示す黄色

の折れ線の動きは小さく、それ以外を示す黒い折れ線が実質的な紹介患者数の動きにな

っています。第７波では、まだ動きが見られたのですが、第８波では、ご応募いただけ

る方が本当に少なくなったという状況になっております。  

 このページの左下、看護師等の届出制度の届出状況につきましては、東京、全国とも

に毎年増加しておりまして、令和４年度では全国１８万に対して、東京１万２，８００

人でした。  

 次のページ、７分の２にお移りください。  

 左上、相談対応です。過去５年間のナースバンクによる就業相談対応件数の表ですが、

来所、就職相談イベント、ハローワークを除いた出張相談を合わせた数を上げておりま

す。コロナ禍で対面自体が難しく、令和２年度には、前年度の半分以下となりましたけ

れども、翌年より増加に転じまして、今年度は、コロナ禍前の半分以上にはなる見込み

となっております。  

 出張相談では、ハローワークとの連携が進みまして、都内９か所のハローワークにプ

ラザの相談員が出張し、看護職の相談に当たっております。今年度は、相談日数９０日、

就業相談３２１件、資格取得相談１２件に対応いたしました。  

 自治体等と共催の就職相談会では、今年度もコロナの影響で開催されることは少なく、

表にお示しした実績となっております。  

 その他の取組といたしましては、毎年、求人施設の管理者対象の支援セミナーを開催

しておりまして、今年度は８８人の方にご参加いただきました。  

 右側、就職相談イベントについてご説明いたします。就業の機会となるふれあいナー

スバンクは、毎年東京・立川で４回ずつ開催しております。１回の出展では、東京で４

０施設、立川で１８施設にご協力をいただきます。コロナの影響で、令和２年度は東

京・立川で１回ずつ開催できませんでしたが、令和３年度から４回ずつに戻しました。

密になれない状況でしたので、施設には、一部パンフレットやオンラインを使って出展

いただきましたが、今年度は全て対面出展に戻して開催しております。また、求職者も

令和２年度から予約制としましたが、今年度からはフリーアクセスに戻しました。  

 また、今年度は、１１月に看護のお仕事応援フェア、詳細は後ほどご説明いたします
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が、この中で東京・立川、それぞれ第３回の分の就職相談会を開催いたしました。現在

までに合計で１７４施設にご参加いただきまして、求職者は５１２人となりましたので、

コロナ禍以前の状況に戻りつつあると言えます。  

 一方、ミニ就業相談でございますが、こちらは、東京と立川で、それぞれ週に１２回、

１施設にご参加いただきまして、その施設に関心のある求職者にご参集いただく形式を

取っております。今年度は、合わせて１３９施設、１７４回の面談を行うことができま

して、こちらもコロナ禍以前に復調しつつあるかと思われます。  

 また、ナースバンクでは、実技体験コーナーを設けております。東京分は研修内で包

括いたしましたので、現在は立川のみの開催です。コロナの関係で、昨年度から吸引を

筋肉内注射に変更いたしましたが、実績は表にお示しするとおりで、採血・静脈注射へ

の需要が高いと言えます。  

 次のページ、７分の３にお移りください。研修事業は、離職中の看護職の再就業支援

と、都内の中小規模の医療機関、その他施設に勤務する看護職の資質向上及び専門性の

向上を図って定着を促す目的で実施しています。  

 今年度の変更点は三つです。一つ目は、新人看護職員研修の拡充です。コロナ禍で基

礎教育期間中に十分な実習ができなかった新人看護職員の１年目に対し、職場適応や知

識・技術・態度の習得を支援するため、研修日数を３日間から７日間に増やし、２・３

年目にもフォローアップ研修を開催いたしました。二つ目は、コロナに対応するための

基礎的な研修を開催し、離職者の復職支援及び就業中の看護職の知識のブラッシュアッ

プを行いました。また、三つ目として、日看協のクリニカルラダーを活用いたしました

が、受講者が研修科目を選択しやすいよう、各研修にラダーレベルを提示いたしました。  

 研修数は、前年と同じで、実績は表に示すとおりです。全体の応募率は１３６％でし

たので、ニーズを捉えていると判断しております。  

 ここでは、新人看護職員１年目研修についてご報告いたします。今年度の参加者数は

９４人、３９施設からご参加いただきました。研修概要は、右側の表にありますが、こ

の研修の特徴は、病院見学３日間を含むことです。臨床適応の要となるコミュニケーシ

ョンと多重課題への適応について、シャドウィングを通して学びます。この見学実習の

時期が第７波に当たり、実際に見学実習に参加できたのは４９人で、参加できなかった

人は、プラザで事例を基にした補講を行いましたが、感想をご覧いただければと思いま

す。学生時代と異なりまして、看護職になってからの実習ですから、客観視ができるよ

うになったようで、学びを実感するようなコメントを寄せられました。  

 次いで、普及啓発事業についてご報告いたします。  

 ＳＮＳ広報ですが、プラザでは、Ｆａｃｅｂｏｏｋに加え、今年度９月からＩｎｓｔ

ａｇｒａｍを始め、事業の周知を図っております。まだ始めて半年ですが、フォロワー

数は１３６人になりました。  

 また、今年度の一日看護体験学習の実績を表にお示ししました。受入施設数も申込者
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数も前年度に比べて増加したのですが、コロナの影響を受けまして、夏は特に第７波と

重なりましたので、参加者数は７１６人という結果になりました。  

 次のページ、７分の４にお移りください。看護職員確保支援事業です。離職した看護

職が身近な地域で復職支援研修・再就業支援相談を受けられることで、潜在看護職の就

業欲を喚起し、再就業を促進することを目的としております。  

 令和３年度から病院体験コース、施設体験コースに再編されまして、研修場所は、東

京都が選定した東京都看護職員地域就業支援病院または施設となっております。支援病

院数２４、施設数１４を目途にいたしましたが、今年度もその確保に苦慮いたしました。

実際に確保できましたのは、６月末のことで、２３病院、１２施設にご協力いただけま

したが、今年度は、老健施設等にも前年度に比べますと、多くご参加いただけたのが一

つのありがたかったことでした。  

 コロナの影響を受けまして、研修が開催できなかったり、申込みの辞退があったりし

ましたので、参加者は、病院体験コースで５５人、施設体験コースで１５人でした。う

ち１８人が就業いたしまして、そのうち３人が研修施設に入職しました。  

 なお、コロナが５類に変更されるというニュースのせいか、この事業を締めた後の２

月では、約３０人の申込みをいただいている状況でます。  

 次のページ、７分の５にお移りください。看護職員定着促進支援事業です。この事業

は、東京都看護師等就業協力員を配置して、各施設が実施する看護職員の確保に向けた

取組を支援することで、就業を継続できる仕組みを構築し、都内の看護職員の定着促進

を図ることを目的としております。  

 対象は２００床未満の病院ですが、プラザの就業協力員が、原則月１回、１年間、看

護管理者のもとを訪問するという、アウトリーチ型支援を行います。今年度の参加病院

は１４病院でした。また、この事業では、研修会開催が可能でございます。参加病院の

課題解決のための院内向け研修をアウトリーチ研修、改善策の情報共有と地域のネット

ワークづくりを目的とした地域の医療機関を含めた研修会をネットワーク研修会と呼び

ます。プラザの就業協力員は、研修会の起案から当日のオンライン開催までを支援して

おります。  

 １月までの実績を表にそれぞれ示しておりますが、ともに８回開催されまして、アウ

トリーチ研修では２１４人、ネットワーク研修では８３９人のご参加をいただきまして、

前年度の実績を上回っております。この研修会の開催で、支援病院を通して地域の医療

機関の皆様にも貢献できたのではないかなと考えております。  

 次のページ、７分の６にお移りください。プラチナナース就業継続支援事業について

ご報告いたします。この事業は、令和３年度に開始され、２年目を迎えました。定年退

職前後の看護職員が、定年後もそのキャリアを継続し、様々な職場で能力を発揮できる

よう、経験豊富な看護職員の潜在化防止をするとともに、定着・再就業促進することを

目的としています。  
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 事業は、退職前から意識改革と動機づけを目的とするナースセミナー、多様な職場を

知る機会を提供する職場体験会、プラチナナースの雇用を働きかける施設管理者セミナ

ー、働き続けるための施設探しを目的とする就職相談会、プラチナナース事業への参加

を呼びかける施設訪問で構成いたしております。  

 それぞれの事業の実績について説明いたします。プラチナナースセミナーは、年４回

の開催で５１０人、職場体験会は４５人と、ともに前年度の約２倍の参加をいただきま

した。施設管理者セミナーは、２回開催して１３０人、１１１施設にご参加いただけま

した。プラチナナース就職相談会は、ワーク事業でもお話ししたフェアの中で開催いた

しました。まだ１回分を残しての報告になりますが、参加者数は１３３人と前年度の約

２．５倍となっております。協力員による訪問数も７７件と前年度の２倍となっており

ます。  

 グラフをご覧いただきたいのですが、上のグラフは、ナースセミナーと職場体験会参

加者の年齢を表しております。定年退職前後のおおむね５０歳以降の看護職をプラチナ

ナースと呼びますので、対象年齢の看護職にご参加いただけたということかと思います。  

 また、下のグラフ、事業の参加時点では、未就業だった人の就業状況を示しておりま

す。ナースセミナーで４０人、職場体験会で５人、就職相談会で３人と合わせて５０人

近くが就業いたしましたので、一定の効果につながった事業と考えております  

 最後のページ、７分の７にお移りいただきたいと思います。看護職員再就業支援事業

について報告いたします。この事業は、令和３年度の補正予算により、令和４年１月か

ら開始されまして、ちょうど１年を経過したところでございます。看護事業の増大を踏

まえ、プラザにおける情報発信や多様なニーズに対応した看護職業紹介の取組を強化す

るとともに、看護職員の再就業・定着に向けた奨励金を支給することで、都内の看護職

員の確保を図ること目的としております。  

 まず、情報発信強化について報告します。前年度末にｅナースセンター登録者約２万

３，０００人に向けまして、実態把握を目的としました就業意向アンケート調査を行い

ました。うち回答数は４，３５８人ですが、設問の一例をグラフでお示ししています。

これらの結果を基に、求人施設へ情報提供を行いました。結果は、ホームページで公表

しておりますが、アンケートの結果を生かして、求人票作成時のポイントをチェックリ

ストにして提供したり、多様な働き方を求める求職者に対応して、求人内容を提案した

りいたしております。その実績を表でお示ししています。  

 また、看護のお仕事応援フェアについてご報告いたします。看護のお仕事応援フェア

は、プラザ内で培ってきました再就業支援に関するノウハウを一堂に集め、看護職員を

支援する目的で企画いたしました。１１月の土曜日にお茶の水で開催いたしまして、来

場者数は３７３人でした。バンク事業で全世代対象の求人施設５８、プラチナ事業で５

０歳以上歓迎の求人施設４０、合計９８施設を一堂に会しての就職相談会となりまして、

就職相談会参加者数は合計で２９３人でした。スキンケアなど、最新のケアを知っても
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らう目的で企画いたしました実技体験会は、非常に盛況で、計３４５人の方にご参加い

ただきました。また、プラザの事業に関します各種相談コーナーを訪れる方も大変多く、

活気のあるイベントとなりました。  

 最後に、就業・定着奨励金の支給事業のご報告です。プラザが実施する所定の研修を

受講した後に、医療機関や介護施設等に再就業し、一定期間従事した方に奨励金を支給

するものです。支給額は就業後６か月従事して５万円、２年間従事して１５万円です。

現在までに所定研修を受講した証明書を６２６枚発行いたしましたが、申請は２５件で、

そのうち交付できたのは１３件となっております。不交付の理由は、ほとんどが就業し

た後で研修を受講している、順番が反対であったということでした。  

 以上、実績についてご報告申し上げます。  

○西村会長 ありがとうございました。  

 続けて、どうぞ。  

○比留間次長 それでは、続きまして、令和４年度の決算見込みについて、ご報告させて

いただきます。  

 資料の４－２をご覧ください。資料の予算額と決算見込額の対比でご説明をいたしま

す。  

 初めに、東京都ナースプラザの管理運営事業でございます。  

 まず、管理費ですが、これは主に、人件費や事務経費ということになります。予算額

１億４，６１３万１，０００円に対して、決算見込額は１億５，２５４万９，０００円

となりまして、６４１万８，０００円の支出増となっております。主な増理由につきま

しては、職員の退職金支出等人件費の増によるものでございます。  

 次に、事業費ですが、まず、再就業支援事業でございます。これは、ナースバンクの

運営費や就職相談会等の経費でございます。予算額３，６８４万４，０００円に対して、

決算見込額は３，５９２万８，０００円ということで、９１万６，０００円の残という

形になっております。これは、ふれあい事業の広報費や会場設営費の減と「看護のお仕

事応援フェア」の経費の増を差し引きした結果でございます。  

 次に、研修事業でございますが、予算額３，３１２万８，０００円に対して、決算見

込額は３，１４１万４，０００円ということで、１７１万４，０００円の残となってお

ります。主な支出減の理由は、対面研修からズーム研修へ変更したことに伴いますファ

シリテーターの謝金や研修会場使用料の減によるものでございます。  

 続きまして、普及啓発事業ですが、これは、ナースプラザの広報や一日看護体験学習

事業に関わる経費で、予算額２，２５５万円に対して、決算見込額は１，８４２万９，

０００円となりまして、４１２万１，０００円の残ということで、主な支出減の理由は、

新型コロナ感染症の影響による一日看護体験の謝礼金の減によるものでございます。  

 管理費と事業費を合わせた委託料全体の予算額２億３，８６５万３，０００円に対し

まして、決算見込額は２億３，８３２万円で、残額は３３万３，０００円となります。  
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 次に、使用料及び賃借料でございますが、これは、ナースバンク東京の事務室借上経

費ということで、予算額２，２００万８，０００円で、執行見込額も同額ということに

なっております。  

 また、負担金補助及び交付金ということで、これは、電気・水道等の建物管理経費で

ございまして、予算額３５０万に対して、執行見込額は３４８万８，０００円というこ

とでございます。  

 委託料と使用料及び賃借料・負担金補助交付金を合わせたナースプラザ全体の管理運

営につきましては、予算額２億６，４１６万１，０００円に対して、決算見込額２億６，

３８１万６，０００円となり、残額が３４万５，０００円ということになります。  

 続きまして、新人看護職員多施設合同研修事業でございますが、これは、ナースプラ

ザの管理運営の中に入っております研修事業とは別個に東京都から受託している事業で

ございまして、予算額１，２４４万７，０００円に対して、決算見込額は１，１７４万

円ということで、７０万７，０００円の残となっております。主な支出減の理由は、見

学実習謝金や施設使用謝金の減によるものでございます。  

 次のページにお移りいただきまして、ナースプラザのその他の受託事業の決算見込に

ついてご説明いたします。  

 まず、看護職員定着促進支援事業の決算見込でございますが、アウトリーチ型支援の

部分で、予算額６，８５２万９，０００円に対して、決算見込額６，９４７万３，００

０円ということで、９４万４，０００円の支出増となっております。主な増理由は、

「看護のお仕事応援フェア」の経費の増ということでございます。  

 集合研修型支援につきましては、予算額６６３万円に対して、決算見込額２１９万１，

０００円で、４４３万９，０００円の支出減ということで、主な支出減の理由は、支援

施設の実績見合いの減によるものでございます。  

 定着促進支援事業全体では、予算額７，５１５万９，０００円に対して、決算見込額

は７，１６６万４，０００円となり、残額は３４９万５，０００円となっております。  

 続きまして、看護職員地域確保支援事業の決算見込でございます。  

 本部経費は、予算額２，５５４万４，０００円に対して、決算見込額２，６９１万３，

０００円で、１３６万９，０００円の支出増ということになっておりますが、これは主

に、「看護のお仕事応援フェア」の経費の増によるものでございます。  

 支援病院等経費につきましては、予算額６，４８７万円に対して、決算見込額１，６

９９万円と４，７８８万円の支出減となっておりますが、これは、支援施設実績見合い

の減によるものでございます。  

 地域確保支援事業全体では、予算額９，０４１万４，０００円に対して、決算見込額

は４，３９０万３，０００円となりまして、残額が４，６５１万１，０００円でござい

ます。  

 続きまして、プラチナナースの就業継続支援事業でございます。この事業は、令和３
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年度からスタートした事業でございます。  

 本部経費は、予算額１，７０２万７，０００円に対して、決算見込額は１，７１５万

６，０００円で、１２万９，０００円の支出増ということになっておりますが、これは

主に案内通知等の発送経費の増によるものでございます。  

 セミナー等事業経費につきましては、予算額９３８万２，０００円に対して、決算見

込額は６０５万２，０００円となり、３３３万円の残となっておりますが、これは、職

場体験会の受入謝金の減によるものでございます。  

 プラチナナース就業継続支援事業全体では、予算額２，６４０万９，０００円に対し

て、決算見込額は２，３２０万８，０００円ということで、残額３２０万１，０００円

となっております。  

 最後に、看護職員の再就業支援事業でございますが、この事業は、令和４年１月から

スタートしたものであって、情報発信等強化事業と就業・定着奨励金事業で構成されて

いるところでございます。  

 情報発信等強化事業につきましては、予算額２，２０４万５，０００円に対して、決

算見込額は２，１４０万６，０００円となりまして、６３万９，０００円の支出減とな

っておりますが、これは、就業意向アンケートの実施方法の変更による減でございます。  

 就業・定着奨励金事業につきましては、予算額６，７４７万９，０００円に対して、

決算見込額は３，００２万４，０００円となりまして、３，７４５万５，０００円の支

出減ということでございますが、これは、奨励金の支出実績見合いによる減ということ

でございます。  

 看護職員再就業支援事業全体では、予算額８，９５２万４，０００円に対して、決算

見込額５，１４３万円ということで、残額が３，８０９万４，０００円ということにな

っております。  

 以上で令和４年度の決算見込概要の説明とさせていただきます。  

○西村会長 ありがとうございました。  

 ただいまの事務局からの説明に関しまして、ご質問やご意見があればお願いをいたし

ます。  

 土谷先生、よろしくお願いいたします。  

○土谷委員 東京都医師会の土谷です。ご説明ありがとうございました。  

 私が聞きたいのは幾つかあるんですけれども、資料４－１の事業説明の中の１枚目、

７分の１、一番最初のページです。左上の求人・求職者の推移についてです。令和３年

の登録求職者数が前年の２，９１３人から８，４１５人、すごい増えているんですが、

これ、去年も話があったのかもしれませんけど、これはコロナの影響なのでしょうかと

いうことですね。コロナの影響であるのであれば、コロナの影響というのは、右側にな

りますけれども、コロナ特化求人、高齢者支援施設とか発熱センター他、そういうのが

含まれているのでしょうか。入っているんであれば、コロナ特化がなかった場合の数字
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を見てみたいなというのが一つです。それが１点。  

 それから、あともう一つが、そこの下のハローワークとの就業者数の話ですね。逆転

したと、この数年逆転したと、ナースプラザも頑張ったということだったんですけども、

この要因は、何か逆にハローワークの就業者数が逆に減っている要因については、今日

はちょっと労働局の方ご欠席ということなんですけれども、減ってしまった要因は何か、

その辺りの分析はどういうふうにお考えか教えてください。なので、その二つお願いし

ます。  

○増山バンク係長 では、バンク係の増山からご回答させていただきます。  

 まず１点目、令和３年の求職者数増ですが、これは、やはりコロナの影響が大きく出

ておりまして、就業準備金というのがございまして、コロナのワクチンに就業し、あと

コロナ支援者になるというところで、国から１人３万円の交付金がございました。この

影響でどんどん８，０００人に増加したという傾向がございます。  

 続きまして、コロナ特化がなかった場合の求人に関しては、大変申し訳ありませんが、

今、合算してしまっているので、後日、抜いた数をご報告するという形でよろしいでし

ょうか。  

○土谷委員 ええ、ぜひ教えてほしいと思います。  

○増山バンク係長 はい。では、今、合算した数になっておりますので、後日、コロナ特

化求人の数を引いた数をまた東京都のほうにご報告させていただきます。  

○土谷委員 その可能性としての話なんですけれども、コロナのほうに求人が行ってしま

って、それが病院あるいは診療所、訪看等の本来目指していたところの求人が減少して

いる、そちらのコロナのほうに取られちゃっている可能性があるのではないかというふ

うに世の中言われているんですけど、ここのナースプラザでもそういった傾向があるの

か、ないのか、そういうものが知りたいなというところです。  

○増山バンク係長 今、土谷先生がおっしゃられるとおり、そういう傾向があったかなと

いうところはあるかなとは思うんですが、今、ちゃんとした数字がないので、すみませ

ん、回答のほうは控えさせていただきますが、やはりコロナ対応で忙しい、忙しいとい

うか多忙になり、やはり求人をする余裕がなかったという現状というのは、お声を聞い

ております。  

○佐藤所長 土谷先生、いかがでしょうか。  

○土谷委員 あともう１個の労働局のほうで、ハローワークのほうの就業者数が減っちゃ

ったというのは。  

○増山バンク係長 先ほどお話ししたコロナの影響があったのではないかと思います。コ

ロナ支援者になるというところは、私どもｅナースセンターにご登録をいただくという

のが一つの要件になっていたので、その点で私どもプラザのほう、バンクの就業者が増

えたと考えております。  

○土谷委員 はい、分かりました。ありがとうございました。  
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○佐藤所長 ありがとうございます。  

○土谷委員 あともう１点だけ聞きたいんですけれども、７分の６、プラチナナース就業

継続支援事業の一番右下のグラフです。令和４年度事業参加者（未就業）の就業状況な

んですけれども、この就業率がそれぞれセミナー、職場体験会、就業相談会で、就業率

が分かるんですけど、これはどうして分かるんですか。次のページの定着奨励金を利用

した人がこの就業した人というふうにみなしているということですか。このセミナーや

った人の、例えばセミナーやった人で、就業しましたというのをなかなか把握しにくい

んじゃないかと思ったんですけども、どういうふうに参加者の就業率を求めたのか教え

てください。  

○中村プラチナナース支援係長兼確保対策事業係長 プラチナナース支援係長の中村です。  

 令和４年からナースプラザのこういった研修ですとか、セミナーを受ける方全員がｅ

ナースセンターに登録することになりまして、そちらで皆さん、求職者番号というのが

振られましたので、そちらの番号でナースセミナーを受講した方とナースバンクに就業

しましたというご連絡があった方の求職者番号で合致したところの数から割り出してお

ります。  

○土谷委員 なるほど。いや、非常に興味深い数字だと思ったんですけども。じゃあ、本

人の自己申告じゃなくて、このナースプラザのほうで調べて分かるという数字ですね。  

○中村プラチナナース支援係長兼確保対策事業係長 そうですね。一応自己申告とあとナ

ースバンクのほうからお問合せをしたりして、ご回答があった方で把握をした分です。  

○土谷委員 分かりました。ありがとうございました。  

 以上です。  

○西村会長 ありがとうございました。  

 ほかにございますでしょうか。  

 市川委員、お願いいたします。  

○市川委員 多分、同じ今の就職のことなんですけれども、去年も言ったんじゃないかな

と思うんですけど、面談していますよね、就業相談対応件数が結構いっぱい、たくさん

頑張っているんですけど、そのマッチングして就職した数というのがどのくらいの実績

があるかというのをグラフにして、経過を教えてくださいという、多分去年も言ったと

思うんだけど、そのとても件数が多くなってきて、一時減ったのがまたよくなってきて

いるのはいいんですけど、１，６５９件相談して、それでマッチングというか、それで

就職をしましたという本来の役割を成功させている件数、パーセントじゃなくても件数

でもいいんですけど、それがどのくらいあるか。それが少なければ、どういうふうに改

善していったら、マッチングの条件ですね、相談の内容とかそういうのを改善していく

あれになるので、数値を教えてくださいとお話をしたんですけど、令和４年度は何件マ

ッチングしていますか。  

○増山バンク係長 バンク係の増山よりご回答させていただきます。  
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 マッチングというのは、多分就業者数というところで見ていただければと思うんです

が。  

○市川委員 そうですね。  

○増山バンク係長 ７分の１ページの一番頭にございます、緑、紫の折れ線グラフが就業

者数になっております。  

○市川委員 これは就業者数。じゃあ、これは相談件数の中から１，８６７名が就職して

いるということですか。  

○増山バンク係長 そうですね。  

○市川委員 でもおかしくない、就業者数のほうが多い。  

○増山バンク係長 相談だけではなく、でも私ども、ｅナースセンターというシステムを

使っている関係上、相談なく就業される人数というのもこちらに入ってまいります。相

談している方全てが就業しているわけではないので。  

○市川委員 だから、相談した中でどのくらい就職しているの。  

○増山バンク係長 相談した方の中の就業者数というのは、今のところ取っていない状況

です。  

○市川委員 え。  

○増山バンク係長 就業者、相談している方の中から何人の方が就業したかというデータ

のほうは取っていない状況です。ただ、ふれあいナースバンクに参加した方々というと

ころではデータを取っておりますが、相談対応というところでは、ハローワークの相談

数なども入ってきますので、そちらの就業がつかめないという現状もあり、データのほ

うは取っておりません。  

○市川委員 じゃあ、相談の内容とか、何か反省していく、フィードバックするものはな

いということですね。分かりました。はい、結構です。  

○西村会長 ありがとうございました。今のご議論ですと、１ページのナースバンク事業

と折れ線グラフになっております就業者数のほうの把握は、全てご相談をされた方を反

映しているというよりも、全ての数を把握しているということで、相談者数で就業した

数を把握するには、ハローワークでの出張相談の数と情報が入りにくいところがありま

すので、現在のところは相談した方の何人が就業に結びついたかということは、数とし

ては出しにくいと、そういう回答でございました。  

 それでは、ほかにございますでしょうか。  

 平野委員、お願いいたします。  

○平野委員 はい、報告ありがとうございました。いろんな活動がすごく増えてきている

ので、すばらしいなと思ったんですけれども、一つちょっとご質問させていただきたい

のは、資料４－１の７分の７ですね、就業定着奨励金支給のところなんですけれども、

就業６か月の申請分が受付が２５件ということと、あと交付が１３件で、不交付が１０

件、約半分が交付できなかったということで、支給の要件が研修ですとか、労働時間が
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２０時間以上ということなんですけれども、これのどういう理由で交付ができなかった

のかという、そういうデータなどはございますでしょうか。あったら教えていただきた

いと思います。  

○秋山庶務係長 庶務係の秋山でございます。お答えさせていただきます。  

 不交付理由１０件のうち、いずれも支給要件の対象研修を受講後に再就業という順番

を満たしていないためという理由が８件ありました。  

○平野委員 研修をこれ全部受けないといけないということですか。  

○秋山庶務係長 いえ、就業定着奨励金を受けるためには、対象研修というのが指定され

ておりまして、その対象研修を受けた後に就業するということが支給要件の一つとなっ

ております。  

○平野委員 ということは、この１０件、あるいは審査中の方々は、この要件をよく理解

していなくて申し込んだということになるということですね。  

○秋山庶務係長 そうですね。まだ制度がスタートしたばかりで、その要件などが満たさ

れていない方が応募していただいたんですけれども、こちらの審査の中で、その支給要

件を満たしていないということで、不交付になってしまったというケースがございまし

た。  

○平野委員 せっかくのいい、何ていうんですかね、支給になると思うので、半年後に５

万円もらえると思って頑張って働いていた方々もいらっしゃると思うので、その辺りの

周知ですとかお知らせというのは、今後、もしかしたら強化したらいいのかなと思いま

した。ありがとうございました。  

○秋山庶務係長 今後も周知を皆さんに伝わるようにしていきたいと思います。ありがと

うございます。  

○平野委員 はい、よろしくお願いします。  

○西村会長 はい、ありがとうございます。  

 それでは、小越委員、よろしくお願いいたします。  

○小越委員 今の件ですけれども、東京都の看護管理者連絡会のほうでは、佐藤所長さん

がそれを何度も強調してお話ししてくださったり、それからパンフレットもね、そうい

うふうに書いてあるので、よく読んでいただければ分かると思うんですけど、なかなか

一人一人のナースまでに、なかなかその周知ができにくいというところはあるかなとい

うふうに思いました。私、第一医療圏ですけど第一医療圏の中でも改めて連絡したりと

かしていますので、看護管理者連絡会も医療圏によって、活動がいろいろなので、周知

が難しいかなと思っています。これはいい制度なので、ぜひ活用していただければとい

うふうに私も思いました。  

 それから、このコロナ禍になって、私も相談会、説明会に参加させていただいて、非

常勤希望や専任希望のナースがいらしてくださり、本当に感謝しています。でも、コロ

ナ禍になって、本当にワクチン接種の時給が高額なので、クリニックとか医師会のほう
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でもクリニックもナースが退職で消えたとか聞きますし、当院も欠員になったときの補

填が難しいという状況があります。看護職にとっては、時給が上がるのはすごくうれし

いことだと思いますが、すごく上がり過ぎていて、そこの是正が今後大変かなというふ

うに個人的には思っております。  

○西村会長 ご説明ありがとうございました。ただいまの状況についても、お問合せの状

況についても詳細をお話ししていただきました。ありがとうございます。  

 そのほかございますでしょうか。  

 それでしたら、議事の１につきましては、ただいまいただきましたご意見、今後の活

動に活かしていただきたいというふうに思います。どうもありがとうございました。  

 続きまして、議事２、令和５年度東京都ナースプラザ事業計画（案）及び予算（案）

について、事務局から続けてご説明をよろしくお願いいたします。  

 その後、委員の皆様からご意見、ご質問をいただきたいと思います。では、よろしく

お願いいたします。  

○佐藤所長 令和５年度のプラザの事業計画（案）ですが、同じく、詳細資料はつけてお

りますが、資料５－２の概要を使って説明をさせていただきたいと思います。  

 まず、ナースバンク事業です。求人・求職支援の充実による就業促進として、五つ掲

げております。  

 一つ目が、効果的な情報発信の推進として、メール配信システムのメールマーケティ

ングを活用いたしまして、情報発信を進めてまいります。また、新型コロナウイルスの

感染症の扱いが変わると思われますので、支援登録者の現状を把握いたしまして、今後

の動向を把握しながら、特化求人の情報発信をしてまいります。  

 二つ目が、求人施設に対する支援です。求人施設に対する積極的な求人登録への誘導

です。代行入力等も推進いたしますが、今年度仕組みが変わりまして、求人する場合も

自己申告が必要となりました。これを遵守いたしまして求人票作成のための助言と、シ

ステム入力補助によります求人票作成支援に努めてまいります。  

 また、求人活動に役立つ情報を届けるように、「ナースバンクだより」を活用してま

いります。  

 三つ目が求職者に対する支援です。積極的にｅナースセンター活用方法を案内して、

新規登録者を増やし、オンラインも活用して安心して相談できる環境を整備してまいり

ます。  

 四つ目がふれあいナースバンクの開催では、参加施設の特色や魅力を効果的に伝える

ようにしていきたいと思っております。さらに就業のきっかけとなるように、新規求職

者を増やし、登録期限切れの求職者の登録促進に努めたいと思っております。  

 五つ目が公的機関・関連団体との連携でございます。ハローワークの求人情報提供サ

ービスを活用するとともに、今後も出張相談を続けてまいります。  

 次に、多様な働き方を支援する取組の推進として二つ掲げています。  



－17－ 

 一つは看護学生への働きかけです。コロナ禍でより厳しくなりました新人看護職員の

定着のため、看護学生のうちからプラザとの関係性をつくって、就業から定着までを支

援できたらというふうに考えます。  

 二つ目はイベント参加者への就業相談を通しまして、バンク係とプラチナナース支援

係の連携を推進したいと考えております。  

 最後に、看護師の届出制度の定着につきまして、施設長への届出推進の協力依頼の実

施と看護学生のナースプラザ事業説明時のこの届出制度の周知を継続して行ってまいり

ます。  

 研修事業について説明いたします。総科目数は今年度と同じ５８科目、研修の日数は

３日ほど減りまして２３５日、定員は３０名増えまして４，４８３名です。今年度３科

目を終了しますが、新規に記載いたしました３科目を追加いたします。改編研修は４科

目です。それぞれ記載したとおりでございますが、キャリア研修で二つ、中堅職員研修

と看護と安全研修で一つずつとなっております。  

 普及啓発事業では以下の点でございます。プラザ事業の情報発信はＩｎｓｔａｇｒａ

ｍ､Ｆａｃｅｂｏｏｋを活用して行いまして、ホームページに誘導することを図ってま

いりたいと思っています。一日看護体験学習では、中学生と社会人の参加促進に向けま

して学校への周知協力依頼、またＳＮＳ広告を活用してまいりたいと思っております。  

 地域確保支援事業では、復職支援研修の開始期間を早めましてニーズに即した安全か

つ円滑な実施に努めてまいります。  

 定着促進支援事業では、東京都看護管理者連絡会・幹事役員会との連携を強化してま

いりまして、事業を進めていきたいと考えております。  

 プラチナナース就業継続支援事業では、プラチナナースセミナー・就職相談会の円滑

な実施に努め、職場体験会における実施時期に柔軟性を持たせたいと思っております。

また、施設管理者セミナー等施設訪問を実施し、プラチナナース雇用意欲を醸成してい

きたいと考えております。  

 再就業支援事業の情報発信強化では、ｅナースセンター登録者への実態把握アンケー

トを行い、プラザの周知の目的も含めまして、令和５年度も看護のお仕事応援フェアを

開催いたします。就業・定着奨励金では、奨励金支給がたくさんできるように、事業の

内容について一層の周知に努めてまいりたいと考えております。  

 事業計画案についての概要説明は以上となります。  

○比留間次長 それでは引き続きまして、令和５年度の受託事業の関係予算案について、

ご説明させていただきます。  

  資料５－３をご覧ください。令和４年度との対比で令和５年度予算案を説明いたしま

す。初めにナースプラザの管理運営事業でございます。まず管理費の部分でございます

が、令和５年度の予算案は１億４，７７７万２，０００円で、令和４年度と比較して１

６４万１，０００円増加ということでございます。これは、システム脆弱性診実施のた
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めの経費増や、システム保守経費を事業費から付け替えたことによる増額分と、今年度

行いましたシステム改修に係る経費の減を差し引きした結果の増となります。  

  続きまして、事業費のうち再就業事業でございますが、予算案が３，５４９万６，０

００円で、令和４年度と比較して１３４万８，０００円の減となってございます。これ

は複写機更新経費の増と事務経費見直しによる減を差し引きした結果の減ということで

ございます。  

  続きまして、研修事業でございますが、予算案３，１９５万２，０００円で令和４年

度と比較して１１７万６，０００円の減ということでございますが、これは増要素とし

て講師謝金の増がありますけれども、一方でシステム保守経費を管理費へ付け替えたこ

とによる減を差し引きした結果の減ということでございます。  

  次に、普及啓発事業でございます。予算案２，２０６万８，０００円ということで、

令和４年度と比較して４８万２，０００円の減ということでございますが、これはシス

テム変更に伴う経費の減によるものでございます。  

  管理費と事業費を合わせた併せた委託料全体の予算案は、２億３，７２８万８，００

０円で、令和４年度と比較して１３６万５，０００円の減となっております。  

  使用料及び賃借料については予算額２，２６６万８，０００円で、令和４年度と比較

して６６万円の増となっております。これは評価額の見直しによる増ということです。  

  また、負担金補助及び交付金につきましては、３６０万円で、令和４年度と比較して

１０万円の増となっておりますが、これは電気料金の値上げ等による増ということにな

っております。  

  令和５年度のナースプラザ全体の管理運営の予算案につきましては、トータルで２億

６，３５５万６，０００円で、令和４年度と比較して６０万５，０００円の減とになっ

ております。  

  続きまして、新人看護職員研修の事業予算でございますが、予算額９３６万円で、令

和４年度と比較して３０８万７，０００円の減となっておりますが、これは主に備品購

入費の減によるものでございます。  

  次のページに移ります。ナースプラザのその他の受託事業の予算案でございます。  

  まず看護職員定着促進支援事業でございますが、これはトータルで７，５１５万９，

０００円の予算で、令和４年度と比較して増減なしでございます。  

  続きまして、看護職員地域確保支援事業の予算案でございますが、８，７５４万２，

０００円ということで、令和４年度と比較して２８７万２，０００円の減になってござ

いますが、これは主に広報経費や保育士等の雇用経費の減によるものでございます。  

  続きまして、プラチナナース就業支援事業の予算案は２，６４０万９，０００円で、

令和４年度と比較して増減なしでございます。  

  最後に、再就業支援事業でございますが、まず情報発信強化事業につきましては予算

案２，２０４万５，０００円で、令和４年度と比較して増減なしでございます。就業・
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定着奨励金の事業予算につきましては１億８５１万２，０００円で、令和４年度と比較

して４，１０３万３，０００円の増となっておりまして、これは奨励金予算の増という

ことが主な理由になっております。一方で就業支援システム改修経費の減という要素も

ございます。  

  以上で令和５年度の予算案の概要説明とさせていただきます。  

○西村会長 はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの事務局からの説明に

関しましてご意見・ご質問がありましたらよろしくお願いいたします。いかがでしょう

か。  

  よろしいでしょうか。もし何かコメントなどありましたら、まだご発言のない委員の

先生方。ご感想なども含めましていかがでしょうか。  

○小越委員 質問してよろしいですか。  

○西村会長 はい。では、小越委員、よろしくお願いいたします。  

○小越委員 すみません、詳細な資料のところの質問でもよろしいですか。６ページのと

ころに、先ほどの新型コロナウイルス感染症拡大時の人員確保という資料が載っていま

して、１７番ですね、新型コロナウイルス特化求人のほとんどが「その他」施設になっ

ており、前年度とは求人内容が異なっていると書いてありますが、これはこの３０％が

「高齢者等医療支援施設」、または発熱センター等という、高齢者の施設からの要請が

あって派遣することも多かったということだったのでしょうか。  

○増山バンク係長 ではバンク係の増山から回答させていただきます。今年度に関しては、

高齢者医療支援型施設というところの求人が多かったのですが、基本的には東京都が派

遣事業者に委託して、そこからの求人になっております。  

○小越委員 すみません、どこに実際に勤務したかは分からないということでしょうか。  

○増山バンク係長 勤務した方もいらっしゃっていて、その就業者数がその他に含まれち

ゃっているから分かりにくいのですが、ただ募集人数がすごく多かった比率に比べると、

やはりもう動きはほとんど今年度はあまり後半なくて、あまり多くいってなかったとい

う印象ですね。３０人募集で二人とか三人とか、そのぐらいの就業率だったと思います。  

○小越委員 分かりました。施設等で、もう医療機関がコロナの患者さんを受け入れられ

ないということで、施設の中で第８波とか第７波の終わりぐらいからは、コロナ陽性者

になってもそのまま管理をしていた状況がありましたので、そういった施設へ派遣され

たのかなと思い質問しました。  

○増山バンク係長 逆に今、自宅療養の方が今、患者様も多かったと思うんですね。なの

で多分高齢者に特化してやられたのだとは思うんですが、そんなに求職者はいってなか

ったような印象です。  

○小越委員 分かりました、ありがとうございます。  

○西村会長 ご質問ありがとうございました。ただいまの質疑は今年度の件ですね。あり

がとうございます。  
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  続いて渡邊委員よろしくお願いいたします。  

○渡邊委員 あの、研修事業の改編研修４科目のうちのキャリア研修なんですけど、この

キャリア研修２科目について、もし対象者が分かれば教えてください。  

○滝口研修係長 はい。研修係の滝口が回答させていただきます。キャリア研修の「いき

いき活躍する中堅看護師になるために」につきましては看護師になってから大体３年目

から５年目あたりを想定しております。また、「多様なキャリアを知り、今後の生き

方・働き方を考えよう」につきましては大体１０年程度の経験がある看護師を想定して

企画をしております。  

○西村会長 はい、ありがとうございました。いかがでしょうか。  

○渡邊委員 はい、ありがとうございました。まあちょっと大体３年から５年目と大体１

０年というと結構かぶるのかなとも思うんですけど、あまり受講者が分散されないよう

に考えた方ががいいかなと。まあそこら辺はきっと調整すればいいかなと思います。あ

りがとうございます。  

○西村会長 はい、ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。  

  もしございませんようでしたら、これで意見交換終了とさせていただきますけれども

よろしいでしょうか。  

  では、令和５年度も多くの事業、都から詳細にご説明をいただきました。また、質疑

応答どうもありがとうございました。今後の運営に活かしていただきたいと思います。  

  最後となりますけれども、議事の (３ )、その他といたしまして、委員の皆様から、ご

意見などございましたらこの段階で伺っていきたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。緊急のことなどありましたらよろしくお願いいたします。  

  それでは、ないようですのでこの会議を終わらせていただきたいと思います。では、

進行を事務局のほうにお戻しさせていただきます。  

○岡本医療人材課長 西村会長、ありがとうございました。  

 委員の皆様、貴重なご意見いただきまして誠にありがとうございます。このいただき

ましたご意見を活かしながら引き続き東京都ナースプラザを運営してまいりたいと存じ

ます。どうぞよろしくお願いいたします。  

  最後に事務連絡が１点ございます。本日の会議録を後日、メールにて送付いたします

ので、内容のご確認をお願いいたします。ご確認いただいた後、東京都のホームページ

にて公開いたします。  

  それでは、以上をもちまして、令和４年度東京都ナースプラザ運営協議会を終了させ

ていただきます。本日はお忙しい中、どうもありがとうございました。  

（午後７時１９分 閉会）  

 


